
培菌 でも適当な被包物 を用い ると,菌 の硝子上固定が可

能 であ り,本 法を利用 し得 る対象の範囲 は広い。なお本

法 の応用面 は辻等 も指摘 してい る通 り幾多 あるであろ う

が,余 はStrept◎ 滋ycin耐 性度を患者喀褻 中の菌 で 直

接培養試験 して ユ0日 目に臨床家に通知す る境 地に至つ

ていることを附記 したい。最後 に従来 の81idecellc撫1一
ぬ も

ture(略 称S・C・C・)に 対 して 上記 京大 辻助教授 は本

法 をslidecult糠e澱ethod(S・C・M・)と 称す るこ と

を提案 された。余 竜これを適当 と思 う。従つて邦語 で書

くときは スライ ドセル カルチユアに対 しスライ ド培養法

とすぺ きであ ろ5。

結 論

1・B鰹ya1上dるowry法 スライ ド培養 は2,4,及 び6 .

日の所見を綜合判断す ると岡 ・片倉 法に劣 らない結 核

菌検出率を示す。-

a一 部 に両法一致 しない場合が存在す る。 これは菌の

発育状 態に差異があ る為 と思考す るQ

a本 法が短時 日で培養 の結果 を表 わす点を強調 し,本

法の応 用面,本 法に関 する経験 な どに就いて記 した。
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ツ ベ ル ク リ ン反 応 陰 性 転 化 に 関 す る研 究

第2報 経過年数によるツ反応陰転状況 と継続観察 した場合の ツ反応陰
'転 及 び変動状況について

国立公衆衛隼院疫学部(部 長 曾田長宗)衛 生微生物学部(部 長 染谷四郎)

重 松 逸 造

!本論文の要旨は第25回 日本結核病学会及び第3・第4回 日本公衆衛生学会に発表レた)

　 　 　　 　 　 　　 1.緒 　 　　言

　 自然 感染に よる ツベルク リソ反応(以 下 ツ反応 と略)

陽性 の健康者が陰性転化(以 下陰転 と略)す る例 につい

ては,近 年 内外共 に相当多数 の報告がみ られるが,長 期

聞に亘つて継続観察 した成績は殆 ど皆無 といつて よい位　 　 　　 　 　 　　
A　　　　　　　　　　　 (1)

である。 この点従来 の丈献申ではDahlstromの5～15

年間 に亘 る観察 が最 も長期 間調 査 した成績 の一つ と思
孕われ るが

,こ の報告 もその調査期聞申 にツ反応 の検 査方

法 を変更 しているため余 り信用を置 くわけに は い か な

い。著者は9年 間継続観察 した1農 村の成績 を もとにし

て,経 過年数 によるツ反応 の陰転状況 と継続観察 した場

合の ツ反応陰転及び変動状況 を研究 したので,こ 玉にそ

の成績を報告す る◎　　　　　　　　　　　　 ゆ

　 　 　　 　 　 　 2.研 　究'方 　法

　 対 象は第1報 で述べたA集 団(埼 玉県富岡村全村民)

で,昭 和14,15,16,18年 各8月,21年3月,23年8月

の6回9年 間に亘つて ツ反応検 査を行つ た。 ツ反応検査

方法 は毎回全 く同・・一一一…で,厳 重に等力 価の2000倍 稀 釈 ツ

液 を用い,0・1cc皮 内注射,48時 間後判定,発 赤4舳

以下(一),5～%m(土),10mm以 上で発赤 のみを(+),

硬結触知 を(升),;重 発赤,水 泡形成等 を(帯)と し,

(+)以 上が(一),(±)に 転 じた場合を陰転,逆 の場 含を

陽転 とし,陽 性者が(+),(菩),(帯)の 相互間 を移動

す ることを陽性強度の変動,同 一人で陰転 と陽転が くり

返 してみ られ る場 合を ツ反応 の変動 ど呼ぶ ことに した◎

3・ 研 男 成 績

(1)ツ 反応 陽転者の経過年数 に よる陰転状況(第1表a.

b)

本集団昭和14～15年,15～ ユ6年各1年 間の ッ反応

陽転者 についてそれぞれ8年 間及び7年 間 のツ反応陰転

状況 を観察 した成績が第1表a.bに 示されてい るがシ

これ に よ るとa表 の場合,陰 転 率は 陽転後 初回 の ツ
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14年 度
噺

ツ反応

16年壌

陽転時

ツ反応

18年 度 陰 転

(陽転後1年)

難;陰 儲(%)

ユ6年 度 陽 性
18年 度 陰 転

(腸転後3年)

嬢 購1髪糠

16.18年 度 陽性
21年 度 陰 転

(陽転後5年7月)
}

16.18.21年 度 陽

性23年 度 陰 転

(陽 転 後8年)_"畢 甲 一騨一 一一

嫡 陰転者1髪1藷

検査 瞬 髪1

鞠

轍

十

鯉

35i11(31・4)}132ε 蓋妻:言i≧
賢10 2糊18嚇1

升
明2(7。4)1

・嘱 ・1:ll 11 ・121:ll9 ・蹴

第1裏 ツ反応陽転者の経 過年数 による陰転状況 つた2年 目には最 も高い

aA集 団昭和15年 度陽転者についての観察(8年 間)陰 転 率を示 してい るが・

4年7月 後(連 続2回 陽

性後)に は低率 とな り,

霧 頽査擁 者1髪1・7鞭に再び陰転率囎

±

帯glo 6

計71 13(20.9)36

0 ゴ1

3121:ll2al481:劣

bA集 団昭和16年 度陽転者 についての観察(7年 間)

加する傾向が認め られ

、る◎又陽転時の検査人員

がその後陰転者以外には

減少のなかつたものと仮

定して計算1、た累積陰転

10率(陰 転後再び陽転した

___者 も陰転者として加算さ

・84糊 熱 ニニ籍 簾

ユ5年度

ッ反応
灘 撚 榊 灘 騰
ツ反応難 瞬(%囎 蝉1髪1

18.21年 度 陽 性
23年 度 陰 転

(陽 転 後7年)

鷲醗裂
十

十

±

帯

計

84

18

ユ6

61(72。6)

8(44,4)

0

、、8169(58.5)

14 61翻8

g!・lll:98

12 ・1§:ll・ ・

訪18欝26

4119:91

・器1:ll

2εz8:21

71鵜

※累穣陰転率

反応験査 を行 つた1年 目には割 合高 い値 を 示 し ている

が,3年 後(連続2回 陽性後 〉には最低 となつて,そ の後 は

陽 性を継続 して示す年数の長 い程陰転率は増加の傾 向を

示 してい る◎b表 の場合 も陽転後初回 の ツ反応検査 を行

後S～7年 間の陰転者 は陽転者の52・0～
へ

76・6%を 占め,そ の半数 前後は陽転後1

～2年 目に陰転 してい ることが知 られ る。

ツ反応強度別 には(+)で 陽転 した者

はその後 各回の検査 で も,常 に(静),

(帯)で 陽転1た 者 よ り陰転 率 は 高 く,

(十)陽 転 者は陽 転後1～2年 で31。4～

72。6%と かな り高い陰転率 を示 してい る

が,8～7年 聞 の累積陰転率 ではそ の大

部分が陰転 し,(帯)か らも少数乍 ら陰転

者が み られてい る◎

② ッ反応既 陽性者 の経過年数 に よる陰

転状況(第2表)

本集団昭和 ユ4年 度既 陽性者の,そ の

後9年 間の ッ反応陰転状況 を第2表 についてみ るとプ既

陽性者では陽転者 よ りも陰転率は かな り低 くなつている

が,や は り1年 後(1回 陽性後)よ り2年 後(連 続2回

陽性後)の 方が陰転率は一旦低 くなつて,以 後再び増加

第2表 ツ反応既腸性者 の経過年数 に よる陰転状況

(A集 団昭和14～23年 の9年 間の観察)
　皿

14年 度

ツ反応
…

到

15年 度 陰 転

(1年 後)

ユ5年 度 陽 性
16年 度 陰 転

(2年 後)

15.16年 度陽性
18年 度 陰 転

(4年 後)

ユ5・16.18年 度 陽 性

21年 度 陰 転 ・

(6年7月 後)

15.16.18;21年 度陽 性

23年 度 陰 転

(9年 後)

難1陰 儲(%) 人員
検査陣 者1敷 難 陣 者1髪1

※1焚奮隊 者ε殊 難 隊 者1殊
{!曳+210118(&6)

刷211二 夢;回
51・1:器い14ε 蚤9:暮い}4ε1§:1∋

砦1・7・

129

計 509

2(L2)・43i・ ε£:B

0(0)119

20(3。9)421

0

31鍋

・il2鶴

52

176

0

7乏9i21

翌 28}の(7.9)■(2・4)】(7
・7)1:"(14・2)

3612(5.6)}3・1 0(0)(5
.6)

116
'・1

・§:8118s 6ぐ6・8)(19●8)

※ 累積陰転率

する傾向が認められる。即ちこの場合も陽性を継続して 示す年限の長い程・その後陰転ナる確率の増大すること
ズ, へ
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を示 してい るわけで・2年 目よ りも1年 目の陰転率 の方

が高 いのは,既 陽性者中に含まれてい る陽転者が前述の

如 く1年 後 高い陰転率を示すためではないかと考 えられ

るQ又 前節 同様 ・累積陰転 率を計算す ると,9年 間の陰

転 者は初 回陽性者 の19・8%を 占め,陰 転者の 約 ワ5は

1年 後 に陰転 してい ることにな り,共 に陽転者 の場合 よ

りはかな りの低率であ るQツ 反応強度 別には,こ の場合

も(+)よ りの陰転率が最 も高 く,(惜)よ りは極 めて少数
ゆ

しか陰転 してい ないo

{3)9年 聞継続観察 した場合 のツ反応陰転及び変動状況

(第3表 第4表a.b)

以上の成績 では,陰 転後再び陽転す る ツ反応変 動者 を

考慮 に入れていないが,次 に本集 団9年 聞6回 の ツ反応

検査 を全回受検 した1,099名(9年 間常住人 口の37・8%

但 し年令構成 では人 口のそれに比 べて19才 以下が少い)

について・ ツ反応陰蘇及び変動 の状況 をみ ると・全員の

9年 間における ツ反応経過 の概況 は第3表 に 示 す 通 り

第3表9年 間 にお け る ツ反応

経 過 の概 況 ・

(A集 団昭和M～23年,6園 のツ反癒全園受検者についての観察)

9年 間の ツ反応経 過 ※

(一)→

・(一)→(十)

人 員(%)

720 (65.5)

い86-(・&9≧

(一)→(+){
(≦コ(+) ill88:1:lll(8・・)

(+)→ い2・(7・5)

(+)→ 繍
〔→。)

計

.11}
23:二:::}(2・・)

1099鄭(100。0)

※{ (一)

(+)

ツ反応陰性及疑陽性
ヅ反応陽性

第4表9年 間 にお け る ツ反応 強 度 別 陰 転 及 び変 動 状 況

a・A集 団昭和14～23年,6回 のツ反応全回受検者申21年 度(ツb。A集 団昭和14～23年 凋6回 のツ反応全画受検者申既陽後者に

反応5回 目)迄 の陽儲 にっいての観察 ついての観察

陽転
時ツ9年 間の ツ反応経 過※
反塵

一一

1(一)→(+)→(+}

←)→(十}→{→

←)→`十》…{十}→ ←){÷)

(一一)→(+}→1業1}→o

e→f+}→(一}→ 囎 ・

人 員(%)
初回

計(%)愚 反9欄 のツ反応幽 ※砕 員(%)計(%)

36 (36.4)1

35
ρ

105063

(50,5)(63・6)

5

13(13◎1)

99

(100.0)

(+)→

㈲→(柵)

(+)→1#1}→(+)〔藩ID

什)
仔)→←}

(+)→1粥}→ ←)

1・→(替)→(+)
33 (64.7)

〈卦) ←》→(斗ト)→←)16

←1→(昔)→ ←)→(帯)2

151(31
.4)18

{(100・0)

(3'9)i(瓢3)

i`"一'`一'→1‡li〔→(一)〕

0
26

6(14.0)

20(46.5)

ー
1

11

(60.5)

ll調 →

1(帯)→

1(一)→(帯)→(+〉
19

■ 一 一 一 心

{帯)講::猟
→。1}123.、)

膨i

(73・・)}

1(一)→(伽 ←)→(帯)1

)962(

7

(升)1(惜)→(+)

潔}→(+)→i書1}セ(+)〕

43

1

121
(27.9)17

5(11.6)

(39.5)

(100.0)

26
(100.0)

16

O
召

01

(25.8)

56(3.2)

(・6.・)i

(→→(+)→(+) 88 (50.0)-
1

!
計o→ 爾 → ←)

多

(一)→(+)→{一 夢→ ㊥

72

16

(4・・9)』8

(9.1)

1176

て100.0)

(50ゆ)1

28(45。2)

1調 →(一・・)

(帯)K帯)→o

(甚)→ ←)→(静)→ ←)

(90.3)

62

3j

2f5(&・)6

1(1・6)

(9.7)

(100・0)

※瑠 鑛 購 轡 疑馳 、

で,本 集団は農村のため継続陰性者が過半数 を占め,継

続 陽性 者は極 めて少数 となつている。 この内,ツ 反応陰

(十)→{十}['

一 噛

192
(78.1)

105

(100・0)

計(+》 →(一)
…

}㈲ → ←》→(+1(→ ←》〕

17

6

(ユ62)

(5.7)

郵
」

23

(21.9)

※{
←}ツ 反応陰性及 疑陽性
㊥ ツ反応陽性
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転及 び変動者 について,詳 しく観察 した成績が,第4表

abに 示 され ているが,ま ずa表 陽転 者の場合,陰 転及

び変動 者と比較す るために,21年 度(ツ 反応5回 目)迄

の陽転 者を とると,陽 転 者の40・9%が 陰転,9・1%が

変動 を添 し,ツ 反応強度別 には,(+)で 陽転 した者の方

が(静),(得)の 陽転者 に比 べて陰転率,変 動率が共 に高

冥 なつてい る◎b表 既陽性者の場合は ツ反応陰転率,変 動

率 の両者共陽転者 の場合に比 ぺて低率 を示 してい るが,

陰転者 に対す る変動者の割合 は,陽 転者 の場合 よ り大 き

い傾向が認 め られ る。 ソ反応 強度別 には,や は り初回 ツ

反応(+)の 者 の陰転率,変 動率は共 に(十),(帯)の=者 に

第5表

比べて高率となつてい る。又 陽転 者,既 陽性者 の両者 共

陰転率 と変動 率の合計 は,前 節で計算 したそれぞれの累

積陰転率にほ 黛等 し、値 を示 している。

爾本集団は18年 及 び21年 度(学 童 のみは更 に22

年度)に ツ反応陰 性,疑 陽性者全員に対 してBCG接

種 を行つてい るので,以 上 の成績で は21・23年 度の陽

転者中(十)を 示 した者はBCG陽 転者 とみな して陰 性

者 に加算 してあ る。 。

(4)9年 間継続観察 した場合 の ツ反応陽性強度 の変動状

況(第4表b,第5表)

前節 で述 べた本集団9年 聞の継続陽性者82名 につい 。

ツ反応陽性強度 の変動状況 とツ反応陽転率,陰 転率 との関係

(A集 団昭和15～23年 各検査 時期 につ いての観 察)

の

観 察 期 間
ツ 反 応 陽 転 率

契 劃 陽儲(%)

陽転時(+)→(
変動率　
検 査
人 員

.)の}

1
変動者(%){

ツ反 応陰 転 率 陽転時(冊)→(+)の変
動率

契 劃 騰 者(%横 奮 変動者(%)

昭和・5-・6年(・年)い7・8268(9・9)i 35い(8・6)li53・1・3(2・4)1 9 1(11・1)

昭和・6-・8年(2年)1179・152(2・9)1 8513(3・5)133618・(23・8)1'i・1 3(18.8)

昭和18浩 ㌔ 月)い2476・('・ ・S)1 86い(4・7)il2・2136(・7・ ・)1 8
へ

1(12.5)

昭和21-1搬5
月)1・9・5

2・8(・L4)i7・ 7(9.9) 176 23(13。1) 8 1(12.5)

て,陽 性強度 の変動状況を&る と,第4表bに 示す如 く

初回 ツ反応(+)の 者で9年 間連続(+)を 示 した者は1名

もな く,邸 ち(+)の 者 は陰転す るか,強 反応 に転ず るか

のいずれか に限 られ ているが,初 回(井),(帯)の 者は,

その29・0%が 同一一強度 を持続 し,過 半 数 の6L3%は

(+)に 転ず るか,又 は再び強反応 を くり返 している。 こ

の ことは第1報 で も述べた通 り,(卦),(惜)の 者は(+)

の者 に比べて その強度を変動 しに くい ことを物語 つてい

第6表

aA集 団 昭 和14-一 一18年BCG未 接 種 時

の 成 績 に つ い て の観 察

ると共 に,(井),(帯)の 者 でも観察期間が 長いと,一 部

は陰転 し,大 部分 は(+)に 転 じた り,又 はその強度 の動

揺 することを示 してい る。

尚第1報 では ヅ反応陽性強度の変動状況 か ら,陽 性者

に対す る再感 染の有無 を推定す るために,陽 性強度 の増

強又 は減弱 の状況 と,ツ 反応陽転率又は陰転率 とを比較

して,両 者 の聞 に特別の相 関関係 を認め ることはできな

かつたが,こ の場 合 も陽性者強度の変動 を示す者が陽転

ツ反応陰転者 の再陽転率 とツ反応陰性者の陽転 率 との比較

サ
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又 は陰転 も含 めた ツ反応変動者 に比ぺてかな り多 ぐ,陽

性者が その強度 を変動す るのは大部分再感 染以外 の他 の

因 子に よる ものと思 われ るが,た 黛第5表 に示す如 く,

本 集団各検査時期 の ツ反応陽転者 について,陽 転時(+)

の者が次 回に(帯)に 転ず る率 と,そ の時の陽転率 と比較

す ると,例 数が 少いため有意 とは冒えないが両者の間に

相関の傾向が認 められ る。即 ち陽転者のみ について観察

す ると,陽 転芭後 の陽性強度の変動状況か ら陽性者に対

する再感染の存 在を推i定し得 るのではないか と考 え られ

るが,こ の点更に例数 を増 して確 める必要が ある。 ツ反

応陽転時(帯)の 者が㈲に転ず る率 と陰転率 との関係 も同

表 に示 されてい るが,こ の場合は例数が余 りに少ないた

め,い ずれ と も言 うことはできない。

⑤ ツ反応陰 転者の再 陽転(ツ 反応の変動)に ついて(第

6表a.h)

ツ反応 陰転 者が再 度陽転 した場合,(a)再 感染のため

か,(b)陽 性 者② ツ反応が動揺 して一時陰性 を呈 した も

のか,(c)陰 転 前に示 した陽性が非特異的 なものではな

かつたか,こ ρ)いずれ であるかを決 定す ることは甚 だ困

難な問題であ るが,こ エでは陰転 者の再陽転率 と陰 性者

の陽転率 とを比較す ることによつて,主 と して(a)の 点

について考察 を試 みたい。他の点 については更に第3報

でX線 所 見 との関係か ら検討を加 える予定 である。

第6表aは 本集団昭和14ん15年,15～16年 各1年 間

の陰転者 の ユ6年又 は18年 度(弔 均1年4ケ 月後)に

おける再陽転率,同 表bは 昭和14年 よ り1§ 年又 は21

年 に至 る陰転者の21年 又 は23年 度(雫 均2年5ヶ

月後)の 再陽転率 と,そ れ ぞれ同期間における継続陰性

者 の陽 転 率 とを比較 して あるが,a表 では陰 性時にB

CGを 接種せず,b表 では18年 又 は21年 度陰 性時 に

BCG接 種が行われ,BCG陽 転 も含 めた陽転者が示 さ

れてい るcこ れ によるとBCG接 種の有無 に拘 らず,

陰 転 者 の再 陽鞍率 の方が陰性者 の陽転率 よ りも有意 の

差で高率を示 して いる◎即 ち結核感染 に対 して陰転者 は

陰性者 より陽転 し易い として も・農村 で以上の陰転者 の

再陽転率の如 き高率 の感染機会が あつたとは考 えられ な

いか ら・陰転後 の再陽転者中ドは再感染者の外に・は じ

めに述べた(b)又 は(。)に 該当す る者が相当数含 まれ て

いる ものと推定 され る◎ ツ反応強 度別 にはb表 の場 合,

(+)よ りも(十),〈 帯)の 陰 転考の方が再 陽 転 率が高 く

なつていて,第4表 でみた成績 と異る ようであるが,第

4表 の場合 の如 く(+)の 陽転者 をBCG陽 転者 とす る

と,本 表 で もむ しろ(+)の 再陽転率の方が高い傾向があ

り,又 逆 にBCG陽 転率は(+)よ りも(升),(帯)の 陰転

者 の方が高い とい うことにな る。

尚陽転者全員 に射す る再陽転者 の割合をみると,a表

では陽転者 の5.6%,b表 で(+)陽 転者を除いた推定 自

然感染陽転者 の114%が 再陽転者 となつて いて,b表
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の場 合の如 く観察期 間が長い と陽転者中に再陽転者の混

入 する率 の増加ナることを示 してい る◎又b表 ではBC

G接 種者 の6・1%が 陰転者 であつ たことにな る◎

4・ 総 括 並 び に 考 按

9年 聞継続観察 した1農 村全村民 について,自 然感染

者 における ツ反応陰転及 び変動 の状況を観察 した成績 を

総括並 びに考按す ると次 の通 りである。

(1)ツ 反応陽転者は8～7年 聞 に52・0～76・6%の 累 積

陰転率 を示 しているが,そ の半数 前後 は陽転後 比較的

早期(1～2年 以 内)に 陰転 し,そ の後 は一旦陰転率が
の

低 くなるが,陽 性 を継続 して示す年数の長 くなるに従

つて陰転 率 は 漸 次増大 してい る◎ ツ反応強度別 には

(十)の 陽転者が陰転率最 も高 く,陽 転後1～2年 で

31.4～72.6%も 陰転 して"る ことは,BCG陽 転者を

自然感染者 と区別 するのに・陰転すればその時 の陽性

をBCG陽 性であつたとす る方法は,少 な くとも農村

ではかな り危険な ことを示 してい る。

② ツ反応既陽性者9年 聞 の観察では,陰 転率は陽転音

よりか な り低 くなつてい るが,経 過年数 に よる陰転率

をみると,こ の場合 も初回陽性後1年 目の陰転率 はや

s高 いが,連 続2回 陽性後 には一旦低 くなつて,以 後

陽性 を継続 して示す年数 の長い者程,そ の後の陰転率

は増大 してい るq

現在予防接種法施行規則 には,BCG未 接種で強陽

性 を2年 続けた者は,以 後 の ツ反応 を免除で きること

になつてい るが,著 者の成績 では強陽性 を1回 だけ示

した者 で も以後殆 ど陰転 していないこ とや,陽 性 を継

続 して示 す回数 の多い者ほ ど陰 転率の増大 して行 く事

実か ら,強 陽性1回 だけで以後 の ツ反応 を免除 して も

差支えないと も考 えられ るが,上 述 の如 く陽性1回 後i

だけは陰転率が比較的高い ことや,手 技上の誤差等 の

点 を考慮 した場 合,法 の如 く定め るのは陰転 とい う点

ではかな り安全 な範 囲をとつた ものとい うことがで き

る。

(3)9年 間 を通 じて観察 すると,陽 転 者では40.9%が

陰転,9・1%が ッ反応 の変動 を示 し,既 陽性者では陰

転 率,変 動率共 に低率 であるが,陰 転者 に対す る変動

者の割合は陽転者 よ り多 くなつてい る。又 ツ反応 強度

別には弱陽性者 の方が陰転率 と共 に変動率 も高 い傾向

が認め られたc

(4)9年 間連続陽性 を示 した者の陽性強度変動 の状況 を

み ると,強 陽性者程同一強度を持続す る傾向 の強い こ

とは,第1報 の場合 と同様であ るが,強 陽性者 で も観

察期間が長い と』 部は陰転 し,大 部分 は弱陽性 に転ず

るか,又 はその強度 の動揺を示 していた◎又 ツ反応陽

性者が その強度を変動 ずるのは,大 部分再感染以外 の

他 の因子 によるものと推定 したが,た 無ツ反応陽転者

のみ について観察 した場合は,陽 転時弱陽性者 が強陽



性 に転ず る率 と,そ の時 の陽転率 との聞に相 関の傾 向

が認め られ,陽 性者 に対tて 再感染 の行われ得 ること

を示 しているのではないか と推測 され るが,こ の点 は

今後 更に例数 を増 して確めたい。

㈲ ツ反応陰転者の再陽転率が,同 期間の陰性 者の陽転

率 よ り高率 を示 してい ることか ら,陰 転後の再 陽転者

は,再 感染 による者 も含 まれてい るか も知れないが,

再感染 とは関係な ぐ,単 に ツ反応の動 揺 したに過 ぎな

い者 も相当数存在 す るものと推定 した。陰転者 にBC

Gを 接種す ると,弱 陽性者 よ りも強陽性者か らの陰転
む

。 者 の方が推定BCG陽 転率 の高い傾向があ り,又 観察

期間 の長い方が ツ反応 陽転者 中に占め る陰転後 の再陽

転 者の割合 が多 くなつていた。

5・ 結 論

農村集団 について9年 聞観察 した結果

(1)ッ 反応陰転率 は陽転後1～2年 以 内が最 も高 く,そ

の後は一旦低下するが,陽 性を継続して示す年数の長

くなるに従つて陰転率は増大して行く傾向がある。

《2)ツ反応既陽性者についても同様の傾向が認められる

が,陽 転者の場合よりも陰転率は低い。

(3)弱 陽性者程,ツ 反応の陰転者及び変動者が共に多ぐ

なつている。'

(4)強 陽性者でも観察期聞が畏くなると陰転者及び弱陽

性に転ずる者が増加してぐる。

⑤ ツ反応陰転後の再陽転者中には再感染と関係のない

ツ反応変動者がかなり含まれている。

終りに東京大学岡治道教授,公衆衛生院染谷四郎,曾田

長宗両部長の御指導と,名古量大学野辺地慶三教授,予研

柳沢謙部長並びに研究室同僚各位の御援助を感謝する。

交 献

(1)  Dahlstrom, A. W.: Am. Rev. Tubero. 42 

 471-487, 1940.

抗 酸 陛 雑 菌 と そ の ッ ベ ル ク リ ン様 物 質 に 関 す る研 究

その2・ 学童集団に訟ける抗酸性雑菌 ツベルク リン様物質及 び旧 ツペ

　　　　 ノμク リン反応の比較

　　　　岩手医科大学(現結核予防会結核研究所)工 藤 鮪 是

　 (本論文の要旨は第23回 結核病学会総会並びに第2回東北地方学会に於て演説した)

緒 曾

実験 その1Dに 於いて既に述べたよ5に,抗 酸性雑菌

(抗雑 と略す)か ら得 られ るツベルク リ ン様物質(抗i雑

.rツ 」 と略す)が 旧 ツペル ク リン(旧「ツ」)とその反応が異

るや否や とい うことに関 しては,二,三 の学者 に より既

に検討せ られ てい るが,爾 その見解 は区 々であ る。而 し

て これ を明 らか にす ることは,ツ ペルク リソ反応 の本質

や,結 核菌 と他の抗 酸性菌 との関係 を究め る為 の一歩 と

して軍要で あろ うと考 え,抗 雑 「ツ」及び旧「ツ」の稀釈液

を以 て2つ の学童集 団に皮内反応を行 い,両 反応の相違

を観察 した。

(因 に本実験は昭和21年 に行 われ た。)

実 験

材料 一一 実験その1で 述べたES-8株 よ り作 られた抗

雑rツ 」原液 を0・5%カ ルボール加生理的 食塩水で1000倍

及 び2000倍 に稀 釈 し,同 時 に結 核予防会製旧「ツ」原液

を同様1000倍 及び2000倍 として準備 した。抗雑 「ッ」

は予 め,有志の医学生6名 の左前縛皮内 に0・1・¢注射 し,

副作用 その他一切 の障 害なきことを確めた上使用 した。

対象 の集団は盛 岡市 内国民学校2校 の学童 で1年 か ら

弓年生 までの男女,計1396名 の混合集団である。 この

5ち1集 団(計965名)はBCG接 種者 を多 く含み,皿

集団(計431名)は 自然感染者が大部分で ある・(戦 時

中の調査不徹底 にて,こ れ以上 は苓 明)

方法門一 この2集 団 を各 ζ二分 し,そ の一方へ1000

倍 ・他方へ2000倍 の抗雑 「ツ」及 び旧「ツ」を同一人の左

側前脾に5～7α 額の聞隔で,.ツ ペル ク リソ注射 器に より

0・1ce宛注射 した。(同 一側を撰んだのほ部位に よる差違

を考慮 した ものである◎)

そ して48時 間後そ の反応 を検 し,発 赤,硬 結 等に由

り記載 した。

成績一 結果 を発赤径の大 きさに よる度数分布表 で示

すと第1表 の ようになる。

この両 「ツ」の発赤径度数を5階 級 に分けて が一検定

法を行 い・1集 団2000倍 で4ま・ジ…13・2402,1000倍

錫2記4・5945・五集団2000倍 〆二12・8333,1000倍 ¢2=

3・9240の 値 を得た。(ハ』4)

亦更に発赤,硬 結,=二 重発赤の陽性数で両 「ツ」を比較

す ると,第2表 に示す如 くである。

この各 気に於け る両「ツ」聞の差iを,陽 性及 び陽性以外

の数 に分けて,四 折表 で検討 した。

更 にこの発赤 径の度数分布を百分率 として半対数曲線


